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平成１８年４月２５日　衆議院決算行政監視委員会

○斉藤（鉄）委員　公明党の斉藤鉄夫でございます。

　きょうは、谷垣大臣、わざわざお出ましをいただきまして、本当にあ
りがとうございます。私、十五分という時間ですが、財政と科学技術政
策というテーマで、この決算行政監視の場を使わせていただいて質問さ
せていただきたいと思います。

　大臣は、科学技術庁長官をされまして科学技術創造立国の先頭に立っ
ておられた、そういう経験をお持ちでございます。そして今、財務大臣
として財政再建の先頭に立っていらっしゃる。そういう方は、政界広し
といえどもいらっしゃらないものですから、ぜひ質問をさせていただき
たいと思った次第でございます。

　第一期の科学技術基本計画が、科学技術基本法に基づきまして、平成
七年から十二年まで、まさにその当時は科学技術庁長官としてその先頭
に立っていらっしゃったわけでございます。それから、第二期が平成十
三年から平成十七年まで。今ちょうど第二期が終わったところで、この
四月一日から第三期が始まりました。

　この第一期、第二期の科学技術基本計画についてどのように評価をさ
れているか、このことについてまずお伺いをしたいと思います。

○谷垣国務大臣　斉藤委員とは科学技術庁長官をしておりましたときも
随分一緒に議論させていただきまして、科学技術政策の推進に大変御尽
力をいただいていることに心から敬意を表したいと思っております。

　当時は、斉藤委員から質問を受けますと、あのときは橋本内閣で、伊
吹さんが労働大臣でして私の隣に座っていましたけれども、こんな斉藤
さんみたいに科学技術に通じる人に質問を受けて、おまえ、大丈夫なの
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かと心配されたものでございます。

　それで、今、科学技術基本計画についてのお話がございました。科学
技術基本法ができ、第一期科学技術基本計画ができた、これは、随分現
場の研究者に勇気といいますか、自分たちの時代が来た、頑張るぞ、こ
ういう気持ちを持っていただいたと思うんですね。そういう効果が非常
にあったと思います。

　第一期、第二期を通じてかなりそういうことで研究費が充実をしてき
た中で、どうもそれが必ずしも有効に使われていないのではないかとい
うような批判も出てきて、例えば、一部の有名な学者のところに研究費
は集まるけれども、全体、どのぐらいこの方のところに流れているのか
よくわからないじゃないかとか、重点化がないじゃないかとかいうよう
な御批判がありまして、そういう中で、総合科学技術会議等々で随分、
重点化とか資金が効率的に流れるような工夫もしていただいたと思いま
す。

　私どもも、査定に当たりまして、できるだけ重点化を図るというよう
なことを心がけてきたわけでございますが、これから第三期が始まるわ
けでございます。今後の日本の課題というのが、競争も激しくなる中で
魅力的な日本をつくっていかなきゃならないとすると、最も基礎的な投
資といいますか、そういう分野なんだろうと思います。第三期のこの基
本計画も、よりよいものにしていく必要があるのかなと思っておりま
す。

○斉藤（鉄）委員　この科学技術基本計画を議論するとき、中身も当然
大切なんですけれども、いつも議論の中心は、どれだけ投資をするのか
というところに行ってしまいがちでした。また、実際、そこに社会の関
心も集まっていたように思います。

　第一期は十七兆円、第二期が二十四兆円という投資目標を掲げまし
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た。科学技術への投資というのは、新しい成長、これからの経済成長の
一つの根源であるという面と、それから、ほかの社会保障費や公共事業
と違いまして、一見無駄に見えるようなもの、例えば、基礎的なもの、
基礎的な研究、それから、基礎的な研究ではなくても、当たるかどうか
わからないけれども、やってみてだめだった、それも研究のうちの一つ
でございまして、そういう費用対効果が必ずしも明確になっていないと
いう面があって、この科学技術に対しての投資というのは非常に難し
い。ですからまた、ある意味で、しっかりした哲学を持ってこれを投資
しなきゃいけないという非常に難しい側面があろうかと思います。

　そういう意味では、谷垣大臣はその両方の責任者をされたわけですの
で、最も御苦労されたかと思うんですが、二番目の質問は、第一期の十
七兆円、これは達成できました、しかし、第二期の二十四兆円について
は達成できませんでした、このことについてのお考え、御評価はいかが
でしょうか。

○谷垣国務大臣　二十四兆円のこの第二期を決めました当時は、私も科
学技術庁長官をやめた直後でございまして、当時の財務省主計局に、相
当この第二期は充実したものにせよという談判をした覚えがあるのでご
ざいますが、結果として、この第二期が二十一兆ぐらいの規模になるん
だろうと思います。

　これは、二十四兆というのを決めますときに、政府研究開発投資の対
ＧＤＰ比率等について一定の前提を置いてこういう数字をつくりまし
た。大体、対ＧＤＰ比率が一％、それから、当該期間中のＧＤＰ比の名
目成長率は約三・五％というような想定でこういう数字をつくったわけ
でございますが、予想以上に長期にわたる経済の停滞、それから財政状
況もございまして、さっき申しましたような二十一兆という額にとど
まっているわけでございますが、毎年度の予算編成過程の中で、他の政
策経費に比べますと高い伸びを確保するなど、財政当局としても意を用
いてきたつもりでございます。
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　こういう経済状況等々がありましてこういう数字になりましたが、最
大限努力をした結果ではないかと思っております。

○斉藤（鉄）委員　二十四兆が二十一兆で終わった、だからといって日
本の科学技術が非常に諸外国に比べてレベルが下がってきたとも言えな
いというところが、この科学技術と財政投資の関係の難しいところでは
ないかと思います。

　第三期基本計画では二十五兆、これはいろいろ議論がありました。ま
ず、そういう数値目標を立てること自体、今適切なのかどうかという議
論もございましたし、そのことも含めまして、第三期、この四月一日か
ら始まりました五カ年計画、この二十五兆ということについての評価に
ついてお聞かせ願えればと思います。

○谷垣国務大臣　今、斉藤委員おっしゃいましたように、投入目標みた
いなものを掲げるのがいいのかどうかというのは随分私たちも議論しま
して、公共事業等では、五カ年計画を立てるときにも、そういう手法は
現在合わないだろうということで、アウトプット目標といいますか、そ
ういうような感じに変えてきております。つまり、そういう数字を初め
から掲げてしまいますと、財政の厳しい折に非常に硬直化してしまうと
かいろいろな問題がある、財政当局としてはそういう問題意識もあった
わけであります。

　しかし、第三期基本計画をつくる中で科学技術担当大臣ともいろいろ
議論をさせていただきまして、先ほど申し上げましたような、世界の競
争も高まる中で魅力的な日本をつくるという角度から見れば、一番基礎
的な投資ではないか、そういう中で日本が科学技術政策はしっかりやっ
ていくんだという一種の姿勢を明らかにする、こういう意味もあるでは
ないかということで、おおむね対ＧＤＰ比一％というようなことで積算
すると二十五兆になるではないかということで、こういう数字をつくっ
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たわけでございます。

　先ほどもちょっと申し上げましたけれども、今後、私どもの課題とい
たしますと、今の財政事情の中でそれなりに目標を定めていくとなりま
すと、国民の理解がなければいけない。やはり多くの国民が、科学技術
はなかなかよいことをやっている、そういう今の科学技術の動向に対す
る理解を持っていただくということが必要でございますので、そういう
あたりをどう今後やっていくか。それから同時に、随分工夫していただ
きましたけれども、まだ非効率なところもございますので、そういうと
ころをどう改めていくか。これは総合科学技術会議なんかで御苦労をさ
れているわけですが、さらにそういうところは進めていただきたいなと
思っているわけでございます。

○斉藤（鉄）委員　そのとおりだと思います。ただ、数値目標を掲げる
ことで、現場の研究者の人たちは随分励まされて、頑張ろうと、こうい
う意識喚起になっている、そういう側面もあるということをちょっとつ
け加えさせていただきたいと思います。

　科学技術第三期計画を立てるときのもう一つの大きな議論は、これま
で第一期は十七兆、お金、第二期は、お金の面は何とかなったので、集
中と選択で重点項目を掲げてやりました。その反省を踏まえて第三期
は、余りに出口、出口、出口の成果と、重点、重点と言い過ぎたのでは
ないかということで、基礎研究にもう少し投資すべきではないか、畑全
体に満遍なくまく水というのも必要なのではないかという議論と、い
や、これだけの財政難の時代であるから、やはり集中させて結果が出そ
うなものに集中投資をすべきだという議論がなされたと思います。

　第三期はその両方の意見が入ったような計画になったかなと思うんで
すけれども、お金を出す側から考えて、この二つの論争をどのように大
臣は見ていらっしゃったか、お聞かせ願えればと思います。
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○谷垣国務大臣　私は、先ほど斉藤委員がおっしゃった、研究者なんか
に勇気、やる気を与えるという意味で非常に効果がありましたけれど
も、他方、こう言うと語弊があるかもしれませんが、やや、研究費バブ
ルみたいな印象がないでもなかった。やはり効率化それから重点化、で
すから、選択と集中というのはこの間の一つの流れであったことは間違
いないと思います。

　ただ、科学技術には、先ほど委員もおっしゃったことですけれども、
基礎研究というものは、これはすぐ結果が出るかどうかわからないけれ
ども、営々と努力を続けていくということが大事です。また、研究の中
には、私もいろいろな研究者とお話をさせていただきますと、失敗の中
から非常にいいアイデアが出てくるとか、その周囲には、結局失敗に終
わって具体的な成果には結びつかなかったけれども、科学技術全体のレ
ベルを上げる上で役立っているような研究というのもたくさんあるんだ
ろうと思います。そういうことを無視してしまいますと、根が枯れてし
まうということではないかと思います。

　それで、今度の第三期計画の中でも、基礎研究について、一定の資源
を確保して着実に進める必要があるというふうに書いていただいており
ます。それから、十八年予算では、スーパーコンピューターなど成果に
着目したプロジェクトへの配給も行いましたけれども、科学研究費補助
金などを増額しておりまして、これは、研究者の自由な発想に基づく学
術研究をさらに発展させるという意味だったと思っておりますし、基礎
研究分野についてもそういうことで配慮をさせていただいているという
ことだろうと思っております。

○斉藤（鉄）委員　最後に、財政再建、この財政再建の一つの大きな柱
に、やはり新成長戦略というものもあります。その成長の核になるの
は、やはり新しい技術であり、新たな知見を世界に発信していく日本と
いうことになろうかと思います。
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　そういう面も踏まえて、科学技術創造立国に対して、日本のリーダー
としてどのようなお考え、哲学を持っていらっしゃるかということを最
後にお伺いしたいと思います。

○谷垣国務大臣　科学技術創造立国というのは、日本の将来にとって極
めて大事なスローガンだろうと私は思います。

　それで、研究費も、いろいろなことがありましたけれども、官民合わ
せますと、主要先進国の中で日本はむしろ水準を抜いている国でござい
ますから、この官民の連携をよくして、全体の研究水準をさらにいいも
のにしていくということが必要だと思います。また、この間、国立試験
研究機関の独法化とかあるいは国立大学等の法人化、これは、今その目
的に向かっていろいろ試行錯誤もあるんだと思います。こういうことが
研究のより柔軟な進展に結びつくような努力をさらに私どもしていただ
きたいと思っております。

　予算につきましても、先ほどの選択と集中ということが依然として基
本的な考え方だと思いますけれども、基礎研究等にも目配りをしなが
ら、ウエートをきちっとつけてやっていきたいと思っております。

　それから、行政府に今おります者としてこういうことを言うのは、や
や出過ぎた、役所の答弁に書いてあるわけではないんですが、私、一つ
心配しましたのは、かつては科学技術委員会というのが衆議院にも参議
院にもございまして、そこでは科学技術の議論を大変やっていただきま
した。ところが、省庁再編に伴ってそういう委員会がなくなりまして、
私は、ちょっと科学技術の議論が少なくなったんじゃないかな、寂しい
なという思いをこの間ずっと持ち続けていたわけでございまして、きょ
う、斉藤委員からこの委員会で科学技術に着目した質問をしていただい
たのは大変ありがたいと思っております。今後とも、科学技術について
は国会の方でも活発な議論をしていただきますように、こういうことが
やはり日本の科学技術の底上げにつながると私は思っておりますので、
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どうぞよろしくお願いを申し上げます。

○斉藤（鉄）委員　ありがとうございました。終わります。


